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早老症およびその類縁疾患として知られるＲＥＣＱヘリカーゼ病（ウェルナー、ブルーム、ロズムンド	
トムソン症候群）やハッチンソン・ギルフォード症候群、コケイン症候群、色素性乾皮症の病態と治療

について論じる日本で初めての国際シンポジウムです。早老症の克服に向けて、細胞老化やゲノム、

ミトコンドリア、疾患ｉＰＳ細胞など関連領域から第一線の基礎、臨床研究者をお招きし、新たな発見
やトランスレーショナルリサーチを生み出す機会を目指します。	

国内外の患者さんやご家族と

研究者の交流機会も設ける

予定です。幅広い皆様の	

ご参加をお待ちしています。	

ポスター演題を	
募集しています。	
ふるって	

ご応募下さい！	
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